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５．まとめ
福島県内の市街地や森林等の複雑な実環境
空間において、モンテカルロ計算コード
PHITSを用いて空間線量率分布の計算及び
評価を詳細に実施することを目標に、３次元
構造物モデルの作成と放射線源を環境面に付
与するシステム（３D-ADRES）を開発した。
このシステムの特徴としては、現地の地形・
建物・樹木等の環境をリモートセンシング情
報や他の地理情報に基づきリアルなモデルと
して再現できること、更にモデル上の異なる
環境面にて、異なるCs線源分布が付与可能で
あり、１３４Cs及び１３７Csの線源分布が場所毎に詳
細設定が可能である（均一に付与することも、
もちろん可）。従って、３D-ADRESを活用す
ると、以下の評価が実施できる。

①現実の実環境中の複雑な構造物の３次元モ
デルを通して、実際の構造物による遮蔽効果
②地面（非舗装面や舗装面）や構造物の様々
な面等、異なる各環境面に沈着した放射性
セシウムからの空間線量率に対する相対的
な寄与率
③環境中での異なる各環境面に沈着した放射
線源分布の経時変化を考慮することで、空
間線量率分布の将来予測と各面の寄与率の
経時変化

以上、本記事では、３D-ADRESを福島第一
原子力発電所の付近の帰還困難区域に適用
し、地形・樹木・建物をモデル化し、各面線
源を入力した後、３次元モデルでの空間線量
率の計算が有効に機能することを確認した。
実際、PHITSによる空間線量率の計算値と測
定値を比較した所、凡そ良い一致が得られた
が、被ばく評価のためには、更なる誤差の低
減が求められる。その一方、各環境面からの
放射線源が空間線量率分布に与える影響を詳
細に取得可能であることが示されたことは、
外部被ばく評価や除染計画の立案など、様々

な場面での活用が期待できる。
今後は、広域計算を目指して建物、樹木な

どの構造物の自動認識及び作成機能を強化
し、モデル作成を迅速化するための開発作業
を加速する一方、更なる空間線量率分布の知
見（特に放射性核種の分布の経時変化を反映
した場合に得られる知見）を取得することで、
空間線量率分布の将来予測も目指していく。
また、住民の被ばく評価や除染計画の立案・
評価に役立てる等、更なる利活用を目指して
計算例を増やすと同時に得られる知見をまと
め、マニュアル類等の整備も併せて進めてい
きたい。現時点では未公開であるが、シス 
テムの利活用その他については、３ D-
ADRES@jaea.go.jpによる問い合わせを受け
付けている。
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付録：３次元空間線量率分布解析システム（３D-Air Dose Rate Evaluation System）

３次元空間線量率分布解析システム（３D-ADRES）：市街地や森林等において数値標高データ（DEM）・
数値表層データ（DSM）・オルソ画像データから地形、樹木、建物のパーツを生成してPHITSを用いた
モンテカルロシミュレーションを行い、空間線量率を評価する。


